
令和6年6月1日現在

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ計画書情報加算

（Ⅱ）
33円/月

医師、作業療法士、理学療法士、言語聴覚士が共同し、リハビリテーション実施計
画を入所者又はその家族に説明し、その実施計画の情報を厚生労働省に提出し、適
切かつ有効に情報を活用していること。

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ計画書情報加算

（Ⅰ）
53円/月

口腔衛生管理加算（Ⅱ）及び栄養マネジメント強化加算を算定し、リハビリテー
ション、口腔、栄養の情報を関係職種間で一体的に共有すること。

外泊加算 362円/日
外泊された場合、施設利用料に替えて外泊加算を算定。ただし、１月につき６日限
度。（初日と最終日は除く。）

◇加算対象額　

初期加算（Ⅰ） 60円/日
空床情報を地域医療情報連携ネットワーク又はウェブサイトを通じ、地域の医療機
関の入退院支援部門と定期的に情報共有を行い、急性期医療機関の一般病棟へ入院
後30日以内に退院し、その後入所した場合、30日間加算されます。

初期加算（Ⅱ） 30円/日 入所日から30日間、施設サービス費に加算されます。

　生産性向上推進体制加算(Ⅰ) 100円/月
（Ⅱ）の要件に加え、見守り機器等のテクノロジーを複数導入し、業
務改善の取組による成果が確認されていること。

　生産性向上推進体制加算(Ⅱ) 10円/月
利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減を検
討する委員会を開催し、見守り機器等のテクノロジーを1つ以上導入し
ていること。

　科学的介護推進体制加算(Ⅰ) 40円/月
入所者ごとのADL値、栄養状態、口腔機能、認知症の状況、心身の状
況等の基本的な状況を厚生労働省に提出し、サービス提供にあたり、
その情報を適切かつ有効に活用している場合。

　科学的介護推進体制加算(Ⅱ) 60円/月
（Ⅰ）の要件に加え、疾病の情報や薬剤情報を厚生労働省に提出し、
サービス提供にあたり、その情報を適切かつ有効に活用している場
合。

　夜勤職員配置加算 24円/日 利用者20名に対し、夜勤者が１名以上配置されている場合。

　安全対策体制加算 20円/回
研修を受けた担当者が配置され、施設内に安全対策部門を設置し、組
織的に安全対策を実施する体制が整備されている場合。（入所時の
み）

　サービス提供体制強化加算 22円/日 介護職員の内、介護福祉士の占める割合が80％以上の場合。

　在宅復帰・在宅療養支援機能加算 51円/日
施設からの退所者数や自宅への復帰数及び平均在所日数等が厚生労働
大臣が定める基準に適合した場合。

※　在宅強化型に関する厚生労働省が定める基準（在宅復帰率が50％以上、ベッド回転率10％以上、

　　要介護4及び5の方の割合が35％以上）に適合した場合は、右の在宅強化のサービス費になります。

※　在宅強化のサービス費になった場合は、在宅復帰・在宅療養支援機能加算は算定されません。

※　上記の基準を満たさなかった場合は、左の通常のサービス費となります。

施設サービス体制加算関係 ※ 上記の介護保健施設サービス費に加算されます。（必須）　

要介護　5 932円 1012円 要介護　5 1040円 1125円

要介護　4 883円 961円 要介護　4 985円 1072円

要介護　3 828円 908円 要介護　3 928円 1014円

要介護　2 763円 843円 要介護　2 863円 947円

多 床 室

要介護　1 717円 793円 要介護　1 788円 871円

介護老人保健施設ひまわり利用負担説明書（入所）（1割負担者）

《 基 本 料 金 》

　◇保険給付の自己負担額（１日当たり）　

介護保健施設サービス費（通常） 介護保険施設サービス費（在宅強化）

要介護度 従来型個室 多 床 室 要介護度 従来型個室
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入所前後訪問
指導加算(Ⅱ)

480円/回 上記及び退所後に係る支援計画を策定した場合。

910円/日

亡くなられた日

1,900円/日

入所前後訪問
指導加算(Ⅰ)

450円/回
入所予定日30日前以内又は入所7日以内に退所後生活する居宅を訪問し、退所を
目的とした施設サービス計画策定及び診療方針の決定を行った場合。

口腔衛生
管理加算(Ⅱ)

110円/月
（Ⅰ）の要件に加え、口腔衛生等の管理に係る計画の内容等の情報を厚生労働省へ
提出し、適切かつ有効に情報を活用していること。

ターミナルケア加
算

31日～45日前

※算定要件（入所者が次のいずれも該当する場合）
①医師が医学的知見に基づき回復する見込みがないと診断した場合。
②入所者又はその家族等の同意を得て、入所者のターミナルケアに係る計画が作成
されていること。
③医師、看護師、介護職員等が協同して、入所者の状態又は家族の求め等に応じ随
時
　説明を行い、同意を得てターミナルケアが行えていること。
　
　※亡くなられた日からさかのぼって算定される。

72円/日

4日～30日前

160円/日

1～2日前

経口維持加算(Ⅱ)   100円/月
上記内容に、医師、歯科医師、歯科衛生士又は言語聴覚士が1名以上加わり質の高
い経口維持計画を策定した場合。

口腔衛生
管理加算(Ⅰ)

90円/月
歯科医師の指示を受けた歯科衛生士が、入所者に対し口腔ケアを月２回以上行った
場合。

経口移行加算 28円/日
嚥下障害のある方について、経口摂取を進めるために、医師の指示のもと管理栄養
士が行う経口摂取に向けての計画及び、栄養管理を行う場合。

経口維持加算(Ⅰ) 400円/月
摂食障害を有し、誤嚥が認められる方に、水飲みテストなどの検査を行い、医師の
指示を受け、月1回以上食事の観察及び会議を行い経口維持計画を作成をした場
合。

再入所時
栄養連携加算

200円/回
入所中に病院へ入院し、再度施設へ入所した際に入院前と栄養管理が大きく変わ
り、施設と病院の管理栄養士が連携し栄養ケア計画を作成した場合。

栄養マネジメント
強化加算

11円/日

低栄養状態又は低栄養状態の恐れのある利用者に対し、医師、管理栄養士、看護師
等が共同して作成した栄養ケア計画に従い、食事の観察を行ったうえで食事の調整
を行い、栄養状態等の情報を厚生労働省へ提出し、適切かつ有効に情報を活用して
いること。

認知症短期集中ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実施加算

（Ⅱ）
120円/日

認知症であると医師が判断した利用者に対し、医師の指示を受けた作業療法士、理
学療法士、言語聴覚士が入所日から起算して3ヶ月以内に概ね１週間に３回以上実
施した場合 。※1週に3日を限度として算定

療養食加算 6円/回
医師の指示による特別な治療食を、管理栄養士の管理のもと提供した場合。
（例・・・糖尿病食、貧血食、高脂血症食、腎臓病食など）

認知症短期集中ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実施加算

（Ⅰ）
240円/日

認知症であると医師が判断した利用者に対し、医師の指示を受けた作業療法士、理
学療法士、言語聴覚士が入所日から起算して3ヶ月以内に概ね１週間に３回以上実
施し、退所後生活する場を訪問し、生活環境を踏まえたリハビリテーション計画を
作成していること。※1週に3日を限度として算定

短期集中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝ実施加算（Ⅰ）

258円/日

入所者に対して、医師又は医師の指示を受けた作業療法士、理学療法士、言語聴覚
士が入所日から起算して、３ヶ月以内の期間に集中的にリハビリテーションを行
い、入所時及び1月に1回以上ADL等の評価を行うとともに、その情報を厚生労働
所に提出した場合。。（入所日から３ヶ月以内）

短期集中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝ実施加算（Ⅱ）

200円/日
入所者に対して、医師又は医師の指示を受けた作業療法士、理学療法士、言語聴覚
士が入所日から起算して、３ヶ月以内の期間に集中的に、１週間に概ね３回以上の
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを実施した場合。（入所日から３ヶ月以内）
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介護職員
処遇改善加算

7.5% 厚生労働大臣が定める基準に適合する介護職員の処遇に対する改善を行った場合。

協力医療機関連携
加算（Ⅰ）

100円/月
（令和7年度以降

50円/月）

協力医療機関との間で、定期的に入所者の病歴等、情報共有する会を開催し、以下
の要件を満たしていること。①病状が急変した場合、医師又は看護師が常時相談対
応できること。②診療を行う体制が常時確保していること。③病状が急変し、入院
が必要な場合に受け入れ体制を確保していること。

排せつ支援加算(Ⅲ) 20円/月
（Ⅰ）の要件に加え、「施設入所時と比較して、排尿・排便の状態の少なくとも一
方が改善するとともに、いずれも悪化がない」又は「尿道カテーテル留置されてい
た利用者が抜去された」、かつ「おむつ使用ありから使用なしに改善している」

自立支援促進加算 300円/月

医師が自立支援のために特に必要な医学的評価を行い、支援が必要な利用者に対
し、医師、看護師、介護職員、介護支援専門員が共同して計画を立てケアを実施す
るとともに3月に1回見直し、医学的評価の結果等を厚生労働省へ提出し、適切か
つ有効に情報を活用していること。

排せつ支援加算(Ⅱ) 15円/月
（Ⅰ）の要件に加え、「施設入所時と比較して、排尿・排便の状態の少なくとも一
方が改善するとともに、いずれも悪化がない」、「おむつ使用ありから使用なしに
改善している」又は「尿道カテーテル留置されていた利用者が抜去された」場合。

褥瘡マネジメント
加算(Ⅰ)

３円/月

入所時に褥瘡の有無を確認し褥瘡の発生と関連のあるリスクについて、3月に１回
評価を行い、褥瘡発生リスクのある利用者に対し、医師、看護師、管理栄養士、介
護職員、介護支援専門員などが共同して褥瘡ケア計画を作成し、褥瘡管理を実施す
るとともに３月に１回評価を行った場合。

褥瘡マネジメント
加算(Ⅱ)

13円/月
（Ⅰ）の要件に加え、褥瘡の認められた入所者の褥瘡が治癒、又は褥瘡が発生する
リスクのある利用者に対し褥瘡の発生のないこと。

かかりつけ医連携
薬剤調整加算(Ⅰ)イ

140円/回

（Ⅰ）ロの要件に加え、入所後1月以内に状況に応じて処方の内容に変更する可能
性があることを主治医に説明し理解を得るとともに、入所前に6種類以上の内服薬
が処方されており、施設医師と主治医が共同し評価及び調整をし、療養上必要な指
導を行った場合。

かかりつけ医連携
薬剤調整加算(Ⅰ)ロ

70円/回
入所中に処方の内容に変更があった場合は、関係職種間で変更後の状態について情
報共有し、かつ、退所時に主治医へその状態について情報提供を行うこと

排せつ支援加算(Ⅰ) 10円/月
排せつに介護を要する入所者ごとに、医師又は医師と連携した看護師が3月に１回
評価を行い、要介護状態の軽減が見込まれる方に対し、医師、看護師、介護支援専
門員などが共同して支援計画を作成し、３月に１回見直していること。

緊急時治療管理 518円/日
救急救命医療が必要となる場合において、緊急的な治療管理としての投薬検査・注
射・処置を行った場合。（1月、３日を限度）

所定疾患
施設療養費

（Ⅰ） 239円/日
肺炎、尿路感染症、帯状疱疹、蜂窩織炎、慢性心不全の憎悪の治療（投薬、検査、
注射）を行った場合。

（Ⅱ） 480円/日 （Ⅰ）の要件に加え、医師が感染症対策に関する研修を受講している場合。

入退所前連携
加算(Ⅱ)

400円/回
入所者が退所し、居宅サービスを利用する場合、居宅介護支援事業所に診療状況を
示す文書を添えて必要な情報を提供し、退所後の居宅サービス等の利用に関する調
整を行った場合。

訪問看護指示加算 300円/回
退所後訪問看護が必要と認められ、訪問看護ステーションに対し指示書を交付した
場合。（１回を限度）

退所時情報提供
加算（Ⅱ）

250円/回
医療機関へ退所する利用者について、その医療機関へ情報を提供した場合。
（１回を限度）

入退所前連携
加算(Ⅰ)

600円/回
（Ⅱ）の要件に加え、入所前後３０日以内に入所者が退所後に利用を希望する利用
者の居宅支援事業者と連携し、退所後の居宅サービス等の利用方針を定めた場合。

退所時情報提供
加算（Ⅰ）

500円/回
居宅又は社会福祉施設等へ退所する利用者の主治医へ、情報を提供した場合。
（１回を限度）
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 《 利用料金 》

※　上記費用につきまして、ご不明な点がございましたら、支援相談員・事務所職員までお問い合わせ下さい。

健康管理費
　インフルエンザ予防接種に係る費用で、希望された場合にお支払いいただきます。

　※　市町村により費用が異なります。接種券のない方は実費で3000円となります。

電気代等 　テレビ70円/日　その他の電気製品50円/日

その他費用 　※　診断書等の文書の発行に係る費用は、利用料として徴収いたします。

理美容代 実　　費 　理美容をご利用の場合にお支払いいただきます。

行　事　費 実　　費
　外出行事等の費用、講師を招いて実施する教室の費用で参加された

　場合にお支払いいただきます。（その都度、お知らせいたします）

※　減額申請を市町村に行い、上記の料金が設定されます。（詳しくは 別添資料１ をご覧下さい）

◇　その他の利用料

日用品費 250円/日 　石鹸・シャンプー・テッシュ・おしぼり・歯ブラシ等の費用

洗　濯　代 528円/回
　私物の洗濯を施設に依頼される場合にお支払いいただきます。

　（１ネットの金額になります。）

０円

食　　　　　費 1750円
　①650円　

390円 300円
　②1360円

滞
在
費

従来型個室 1728円 1370円 550円 550円

多　 床　 室 437円 430円 430円

◇　令和6年8月以降　居住費・食費（１日当たり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階

０円

食　　　　　費 1750円
　①650円　

390円 300円
　②1360円

滞
在
費

従来型個室 1668円 1310円 490円 490円

多　 床　 室 377円 370円 370円

◇　居住費・食費（１日当たり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階
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　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ計画書情報加算

（Ⅱ）
66円/月

医師、作業療法士、理学療法士、言語聴覚士が共同し、リハビリテーション実施計
画を入所者又はその家族に説明し、その実施計画の情報を厚生労働省に提出し、適
切かつ有効に情報を活用していること。

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ計画書情報加算

（Ⅰ）
106円/月

口腔衛生管理加算（Ⅱ）及び栄養マネジメント強化加算を算定し、リハビリテー
ション、口腔、栄養の情報を関係職種間で一体的に共有すること。

外泊加算 724円/日
外泊された場合、施設利用料に替えて外泊加算を算定。ただし、１月につき６日限
度。（初日と最終日は除く。）

◇加算対象額　

初期加算（Ⅰ） 120円/日
空床情報を地域医療情報連携ネットワーク又はウェブサイトを通じ、地域の医療機
関の入退院支援部門と定期的に情報共有を行い、急性期医療機関の一般病棟へ入院
後30日以内に退院し、その後入所した場合、30日間加算されます。

初期加算（Ⅱ） 60円/日 入所日から30日間、施設サービス費に加算されます。

　生産性向上推進体制加算(Ⅰ) 200円/月
（Ⅱ）の要件に加え、見守り機器等のテクノロジーを複数導入し、業
務改善の取組による成果が確認されていること。

　生産性向上推進体制加算(Ⅱ) 20円/月
利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減を検
討する委員会を開催し、見守り機器等のテクノロジーを1つ以上導入し
ていること。

　科学的介護推進体制加算(Ⅰ) 80円/月
入所者ごとのADL値、栄養状態、口腔機能、認知症の状況、心身の状
況等の基本的な状況を厚生労働省に提出し、サービス提供にあたり、
その情報を適切かつ有効に活用している場合。

　科学的介護推進体制加算(Ⅱ) 120円/月
（Ⅰ）の要件に加え、疾病の情報や薬剤情報を厚生労働省に提出し、
サービス提供にあたり、その情報を適切かつ有効に活用している場
合。

　夜勤職員配置加算 48円/日 利用者20名に対し、夜勤者が１名以上配置されている場合。

　安全対策体制加算 40円/回
研修を受けた担当者が配置され、施設内に安全対策部門を設置し、組
織的に安全対策を実施する体制が整備されている場合。（入所時の
み）

　サービス提供体制強化加算 44円/日 介護職員の内、介護福祉士の占める割合が80％以上の場合。

　在宅復帰・在宅療養支援機能加算 102円/日
施設からの退所者数や自宅への復帰数及び平均在所日数等が厚生労働
大臣が定める基準に適合した場合。

※　在宅強化型に関する厚生労働省が定める基準（在宅復帰率が50％以上、ベッド回転率10％以上、

　　要介護4及び5の方の割合が35％以上）に適合した場合は、右の在宅強化のサービス費になります。

※　在宅強化のサービス費になった場合は、在宅復帰・在宅療養支援機能加算は算定されません。

※　上記の基準を満たさなかった場合は、左の通常のサービス費となります。

施設サービス体制加算関係 ※ 上記の介護保健施設サービス費に加算されます。（必須）　

要介護　5 1864円 2024円 要介護　5 2080円 2250円

要介護　4 1766円 1922円 要介護　4 1970円 2144円

要介護　3 1656円 1816円 要介護　3 1856円 2028円

要介護　2 1526円 1686円 要介護　2 1726円 1894円

要介護　1 1434円 1586円 要介護　1 1576円 1742円

要介護度 従来型個室 多 床 室 要介護度 従来型個室 多 床 室

介護老人保健施設ひまわり利用負担説明書（入所）（2割負担者）

《 基 本 料 金 》

　◇保険給付の自己負担額（１日当たり）　

介護保健施設サービス費（通常） 介護保険施設サービス費（在宅強化）
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入所前後訪問
指導加算(Ⅱ)

960円/回 上記及び退所後に係る支援計画を策定した場合。

1820円/日

亡くなられた日

3800円/日

入所前後訪問
指導加算(Ⅰ)

900円/回
入所予定日30日前以内又は入所7日以内に退所後生活する居宅を訪問し、退所を
目的とした施設サービス計画策定及び診療方針の決定を行った場合。

口腔衛生
管理加算(Ⅱ)

220円/月
（Ⅰ）の要件に加え、口腔衛生等の管理に係る計画の内容等の情報を厚生労働省へ
提出し、適切かつ有効に情報を活用していること。

ターミナルケア加
算

31日～45日前

※算定要件（入所者が次のいずれも該当する場合）
①医師が医学的知見に基づき回復する見込みがないと診断した場合。
②入所者又はその家族等の同意を得て、入所者のターミナルケアに係る計画が作成
されていること。
③医師、看護師、介護職員等が協同して、入所者の状態又は家族の求め等に応じ随
時
　説明を行い、同意を得てターミナルケアが行えていること。
　
　※亡くなられた日からさかのぼって算定される。

144円/日

4日～30日前

320円/日

1～2日前

経口維持加算(Ⅱ)   200円/月
上記内容に、医師、歯科医師、歯科衛生士又は言語聴覚士が1名以上加わり質の高
い経口維持計画を策定した場合。

口腔衛生
管理加算(Ⅰ)

180円/月
歯科医師の指示を受けた歯科衛生士が、入所者に対し口腔ケアを月２回以上行った
場合。

経口移行加算 56円/日
嚥下障害のある方について、経口摂取を進めるために、医師の指示のもと管理栄養
士が行う経口摂取に向けての計画及び、栄養管理を行う場合。

経口維持加算(Ⅰ) 800円/月
摂食障害を有し、誤嚥が認められる方に、水飲みテストなどの検査を行い、医師の
指示を受け、月1回以上食事の観察及び会議を行い経口維持計画を作成をした場
合。

再入所時
栄養連携加算

400円/回
入所中に病院へ入院し、再度施設へ入所した際に入院前と栄養管理が大きく変わ
り、施設と病院の管理栄養士が連携し栄養ケア計画を作成した場合。

栄養マネジメント
強化加算

22円/日

低栄養状態又は低栄養状態の恐れのある利用者に対し、医師、管理栄養士、看護師
等が共同して作成した栄養ケア計画に従い、食事の観察を行ったうえで食事の調整
を行い、栄養状態等の情報を厚生労働省へ提出し、適切かつ有効に情報を活用して
いること。

認知症短期集中ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実施加算

（Ⅱ）
240円/日

認知症であると医師が判断した利用者に対し、医師の指示を受けた作業療法士、理
学療法士、言語聴覚士が入所日から起算して3ヶ月以内に概ね１週間に３回以上実
施した場合 。※1週に3日を限度として算定

療養食加算 12円/回
医師の指示による特別な治療食を、管理栄養士の管理のもと提供した場合。
（例・・・糖尿病食、貧血食、高脂血症食、腎臓病食など）

認知症短期集中ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実施加算

（Ⅰ）
480円/日

認知症であると医師が判断した利用者に対し、医師の指示を受けた作業療法士、理
学療法士、言語聴覚士が入所日から起算して3ヶ月以内に概ね１週間に３回以上実
施し、退所後生活する場を訪問し、生活環境を踏まえたリハビリテーション計画を
作成していること。※1週に3日を限度として算定

短期集中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝ実施加算（Ⅰ）

516円/日

入所者に対して、医師又は医師の指示を受けた作業療法士、理学療法士、言語聴覚
士が入所日から起算して、３ヶ月以内の期間に集中的にリハビリテーションを行
い、入所時及び1月に1回以上ADL等の評価を行うとともに、その情報を厚生労働
所に提出した場合。。（入所日から３ヶ月以内）

短期集中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝ実施加算（Ⅱ）

400円/日
入所者に対して、医師又は医師の指示を受けた作業療法士、理学療法士、言語聴覚
士が入所日から起算して、３ヶ月以内の期間に集中的に、１週間に概ね３回以上の
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを実施した場合。（入所日から３ヶ月以内）
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介護職員
処遇改善加算

7.5% 厚生労働大臣が定める基準に適合する介護職員の処遇に対する改善を行った場合。

協力医療機関連携
加算（Ⅰ）

200円/月
（令和7年度以降

100円/月）

協力医療機関との間で、定期的に入所者の病歴等、情報共有する会を開催し、以下
の要件を満たしていること。①病状が急変した場合、医師又は看護師が常時相談対
応できること。②診療を行う体制が常時確保していること。③病状が急変し、入院
が必要な場合に受け入れ体制を確保していること。

排せつ支援加算(Ⅲ) 40円/月
（Ⅰ）の要件に加え、「施設入所時と比較して、排尿・排便の状態の少なくとも一
方が改善するとともに、いずれも悪化がない」又は「尿道カテーテル留置されてい
た利用者が抜去された」、かつ「おむつ使用ありから使用なしに改善している」

自立支援促進加算 600円/月

医師が自立支援のために特に必要な医学的評価を行い、支援が必要な利用者に対
し、医師、看護師、介護職員、介護支援専門員が共同して計画を立てケアを実施す
るとともに3月に1回見直し、医学的評価の結果等を厚生労働省へ提出し、適切か
つ有効に情報を活用していること。

排せつ支援加算(Ⅱ) 30円/月
（Ⅰ）の要件に加え、「施設入所時と比較して、排尿・排便の状態の少なくとも一
方が改善するとともに、いずれも悪化がない」、「おむつ使用ありから使用なしに
改善している」又は「尿道カテーテル留置されていた利用者が抜去された」場合。

褥瘡マネジメント
加算(Ⅰ)

6円/月

入所時に褥瘡の有無を確認し褥瘡の発生と関連のあるリスクについて、3月に１回
評価を行い、褥瘡発生リスクのある利用者に対し、医師、看護師、管理栄養士、介
護職員、介護支援専門員などが共同して褥瘡ケア計画を作成し、褥瘡管理を実施す
るとともに３月に１回評価を行った場合。

褥瘡マネジメント
加算(Ⅱ)

26円/月
（Ⅰ）の要件に加え、褥瘡の認められた入所者の褥瘡が治癒、又は褥瘡が発生する
リスクのある利用者に対し褥瘡の発生のないこと。

かかりつけ医連携
薬剤調整加算(Ⅰ)イ

280円/回

（Ⅰ）ロの要件に加え、入所後1月以内に状況に応じて処方の内容に変更する可能
性があることを主治医に説明し理解を得るとともに、入所前に6種類以上の内服薬
が処方されており、施設医師と主治医が共同し評価及び調整をし、療養上必要な指
導を行った場合。

かかりつけ医連携
薬剤調整加算(Ⅰ)ロ

140円/回
入所中に処方の内容に変更があった場合は、関係職種間で変更後の状態について情
報共有し、かつ、退所時に主治医へその状態について情報提供を行うこと

排せつ支援加算(Ⅰ) 20円/月
排せつに介護を要する入所者ごとに、医師又は医師と連携した看護師が3月に１回
評価を行い、要介護状態の軽減が見込まれる方に対し、医師、看護師、介護支援専
門員などが共同して支援計画を作成し、３月に１回見直していること。

緊急時治療管理 1036円/日
救急救命医療が必要となる場合において、緊急的な治療管理としての投薬検査・注
射・処置を行った場合。（1月、３日を限度）

所定疾患
施設療養費

（Ⅰ） 478円/日
肺炎、尿路感染症、帯状疱疹、蜂窩織炎、慢性心不全の憎悪の治療（投薬、検査、
注射）を行った場合。

（Ⅱ） 960円/日 （Ⅰ）の要件に加え、医師が感染症対策に関する研修を受講している場合。

入退所前連携
加算(Ⅱ)

800円/回
入所者が退所し、居宅サービスを利用する場合、居宅介護支援事業所に診療状況を
示す文書を添えて必要な情報を提供し、退所後の居宅サービス等の利用に関する調
整を行った場合。

訪問看護指示加算 600円/回
退所後訪問看護が必要と認められ、訪問看護ステーションに対し指示書を交付した
場合。（１回を限度）

退所時情報提供
加算（Ⅱ）

500円/回
医療機関へ退所する利用者について、その医療機関へ情報を提供した場合。
（１回を限度）

入退所前連携
加算(Ⅰ)

1200円/回
（Ⅱ）の要件に加え、入所前後３０日以内に入所者が退所後に利用を希望する利用
者の居宅支援事業者と連携し、退所後の居宅サービス等の利用方針を定めた場合。

退所時情報提供
加算（Ⅰ）

1000円/回
居宅又は社会福祉施設等へ退所する利用者の主治医へ、情報を提供した場合。
（１回を限度）
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 《 利用料金 》

※　上記費用につきまして、ご不明な点がございましたら、支援相談員・事務所職員までお問い合わせ下さい。

健康管理費
　インフルエンザ予防接種に係る費用で、希望された場合にお支払いいただきます。

　※　市町村により費用が異なります。接種券のない方は実費で3000円となります。

電気代等 　テレビ70円/日　その他の電気製品50円/日

その他費用 　※　診断書等の文書の発行に係る費用は、利用料として徴収いたします。

理美容代 実　　費 　理美容をご利用の場合にお支払いいただきます。

行　事　費 実　　費
　外出行事等の費用、講師を招いて実施する教室の費用で参加された

　場合にお支払いいただきます。（その都度、お知らせいたします）

※　減額申請を市町村に行い、上記の料金が設定されます。（詳しくは 別添資料１ をご覧下さい）

◇　その他の利用料

日用品費 250円/日 　石鹸・シャンプー・テッシュ・おしぼり・歯ブラシ等の費用

洗　濯　代 528円/回
　私物の洗濯を施設に依頼される場合にお支払いいただきます。

　（１ネットの金額になります。）

０円

食　　　　　費 1750円
　①650円　

390円 300円
　②1360円

滞
在
費

従来型個室 1728円 1370円 550円 550円

多　 床　 室 437円 430円 430円

◇　令和6年8月以降　居住費・食費（１日当たり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階

０円

食　　　　　費 1750円
　①650円　

390円 300円
　②1360円

滞
在
費

従来型個室 1668円 1310円 490円 490円

多　 床　 室 377円 370円 370円

◇　居住費・食費（１日当たり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階
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　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ計画書情報加算

（Ⅱ）
99円/月

医師、作業療法士、理学療法士、言語聴覚士が共同し、リハビリテーション実施計
画を入所者又はその家族に説明し、その実施計画の情報を厚生労働省に提出し、適
切かつ有効に情報を活用していること。

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ計画書情報加算

（Ⅰ）
159円/月

口腔衛生管理加算（Ⅱ）及び栄養マネジメント強化加算を算定し、リハビリテー
ション、口腔、栄養の情報を関係職種間で一体的に共有すること。

外泊加算 1086円/日
外泊された場合、施設利用料に替えて外泊加算を算定。ただし、１月につき６日限
度。（初日と最終日は除く。）

◇加算対象額　

初期加算（Ⅰ） 180円/日
空床情報を地域医療情報連携ネットワーク又はウェブサイトを通じ、地域の医療機
関の入退院支援部門と定期的に情報共有を行い、急性期医療機関の一般病棟へ入院
後30日以内に退院し、その後入所した場合、30日間加算されます。

初期加算（Ⅱ） 90円/日 入所日から30日間、施設サービス費に加算されます。

　生産性向上推進体制加算(Ⅰ) 300円/月
（Ⅱ）の要件に加え、見守り機器等のテクノロジーを複数導入し、業
務改善の取組による成果が確認されていること。

　生産性向上推進体制加算(Ⅱ) 30円/月
利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減を検
討する委員会を開催し、見守り機器等のテクノロジーを1つ以上導入し
ていること。

　科学的介護推進体制加算(Ⅰ) 120円/月
入所者ごとのADL値、栄養状態、口腔機能、認知症の状況、心身の状
況等の基本的な状況を厚生労働省に提出し、サービス提供にあたり、
その情報を適切かつ有効に活用している場合。

　科学的介護推進体制加算(Ⅱ) 180円/月
（Ⅰ）の要件に加え、疾病の情報や薬剤情報を厚生労働省に提出し、
サービス提供にあたり、その情報を適切かつ有効に活用している場
合。

　夜勤職員配置加算 72円/日 利用者20名に対し、夜勤者が１名以上配置されている場合。

　安全対策体制加算 60円/回
研修を受けた担当者が配置され、施設内に安全対策部門を設置し、組
織的に安全対策を実施する体制が整備されている場合。（入所時の
み）

　サービス提供体制強化加算 66円/日 介護職員の内、介護福祉士の占める割合が80％以上の場合。

　在宅復帰・在宅療養支援機能加算 153円/日
施設からの退所者数や自宅への復帰数及び平均在所日数等が厚生労働
大臣が定める基準に適合した場合。

※　在宅強化型に関する厚生労働省が定める基準（在宅復帰率が50％以上、ベッド回転率10％以上、

　　要介護4及び5の方の割合が35％以上）に適合した場合は、右の在宅強化のサービス費になります。

※　在宅強化のサービス費になった場合は、在宅復帰・在宅療養支援機能加算は算定されません。

※　上記の基準を満たさなかった場合は、左の通常のサービス費となります。

施設サービス体制加算関係 ※ 上記の介護保健施設サービス費に加算されます。（必須）　

要介護　5 2796円 3036円 要介護　5 3120円 3375円

要介護　4 2649円 2883円 要介護　4 2955円 3216円

要介護　3 2484円 2724円 要介護　3 2784円 3042円

要介護　2 2289円 2529円 要介護　2 2589円 2841円

要介護　1 2151円 2379円 要介護　1 2364円 2613円

要介護度 従来型個室 多 床 室 要介護度 従来型個室 多 床 室

介護老人保健施設ひまわり利用負担説明書（入所）（3割負担者）

《 基 本 料 金 》

　◇保険給付の自己負担額（１日当たり）　

介護保健施設サービス費（通常） 介護保険施設サービス費（在宅強化）
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入所前後訪問
指導加算(Ⅱ)

1440円/回 上記及び退所後に係る支援計画を策定した場合。

2730円/日

亡くなられた日

5700円/日

入所前後訪問
指導加算(Ⅰ)

1350円/回
入所予定日30日前以内又は入所7日以内に退所後生活する居宅を訪問し、退所を
目的とした施設サービス計画策定及び診療方針の決定を行った場合。

口腔衛生
管理加算(Ⅱ)

330円/月
（Ⅰ）の要件に加え、口腔衛生等の管理に係る計画の内容等の情報を厚生労働省へ
提出し、適切かつ有効に情報を活用していること。

ターミナルケア加
算

31日～45日前

※算定要件（入所者が次のいずれも該当する場合）
①医師が医学的知見に基づき回復する見込みがないと診断した場合。
②入所者又はその家族等の同意を得て、入所者のターミナルケアに係る計画が作成
されていること。
③医師、看護師、介護職員等が協同して、入所者の状態又は家族の求め等に応じ随
時
　説明を行い、同意を得てターミナルケアが行えていること。
　
　※亡くなられた日からさかのぼって算定される。

216円/日

4日～30日前

480円/日

1～2日前

経口維持加算(Ⅱ)   300円/月
上記内容に、医師、歯科医師、歯科衛生士又は言語聴覚士が1名以上加わり質の高
い経口維持計画を策定した場合。

口腔衛生
管理加算(Ⅰ)

270円/月
歯科医師の指示を受けた歯科衛生士が、入所者に対し口腔ケアを月２回以上行った
場合。

経口移行加算 84円/日
嚥下障害のある方について、経口摂取を進めるために、医師の指示のもと管理栄養
士が行う経口摂取に向けての計画及び、栄養管理を行う場合。

経口維持加算(Ⅰ) 1200円/月
摂食障害を有し、誤嚥が認められる方に、水飲みテストなどの検査を行い、医師の
指示を受け、月1回以上食事の観察及び会議を行い経口維持計画を作成をした場
合。

再入所時
栄養連携加算

600円/回
入所中に病院へ入院し、再度施設へ入所した際に入院前と栄養管理が大きく変わ
り、施設と病院の管理栄養士が連携し栄養ケア計画を作成した場合。

栄養マネジメント
強化加算

33円/日

低栄養状態又は低栄養状態の恐れのある利用者に対し、医師、管理栄養士、看護師
等が共同して作成した栄養ケア計画に従い、食事の観察を行ったうえで食事の調整
を行い、栄養状態等の情報を厚生労働省へ提出し、適切かつ有効に情報を活用して
いること。

認知症短期集中ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実施加算

（Ⅱ）
360円/日

認知症であると医師が判断した利用者に対し、医師の指示を受けた作業療法士、理
学療法士、言語聴覚士が入所日から起算して3ヶ月以内に概ね１週間に３回以上実
施した場合 。※1週に3日を限度として算定

療養食加算 18円/回
医師の指示による特別な治療食を、管理栄養士の管理のもと提供した場合。
（例・・・糖尿病食、貧血食、高脂血症食、腎臓病食など）

認知症短期集中ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実施加算

（Ⅰ）
720円/日

認知症であると医師が判断した利用者に対し、医師の指示を受けた作業療法士、理
学療法士、言語聴覚士が入所日から起算して3ヶ月以内に概ね１週間に３回以上実
施し、退所後生活する場を訪問し、生活環境を踏まえたリハビリテーション計画を
作成していること。※1週に3日を限度として算定

短期集中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝ実施加算（Ⅰ）

774円/日

入所者に対して、医師又は医師の指示を受けた作業療法士、理学療法士、言語聴覚
士が入所日から起算して、３ヶ月以内の期間に集中的にリハビリテーションを行
い、入所時及び1月に1回以上ADL等の評価を行うとともに、その情報を厚生労働
所に提出した場合。。（入所日から３ヶ月以内）

短期集中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝ実施加算（Ⅱ）

600円/日
入所者に対して、医師又は医師の指示を受けた作業療法士、理学療法士、言語聴覚
士が入所日から起算して、３ヶ月以内の期間に集中的に、１週間に概ね３回以上の
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを実施した場合。（入所日から３ヶ月以内）
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介護職員
処遇改善加算

7.5% 厚生労働大臣が定める基準に適合する介護職員の処遇に対する改善を行った場合。

協力医療機関連携
加算（Ⅰ）

300円/月
（令和7年度以降

150円/月）

協力医療機関との間で、定期的に入所者の病歴等、情報共有する会を開催し、以下
の要件を満たしていること。①病状が急変した場合、医師又は看護師が常時相談対
応できること。②診療を行う体制が常時確保していること。③病状が急変し、入院
が必要な場合に受け入れ体制を確保していること。

排せつ支援加算(Ⅲ) 60円/月
（Ⅰ）の要件に加え、「施設入所時と比較して、排尿・排便の状態の少なくとも一
方が改善するとともに、いずれも悪化がない」又は「尿道カテーテル留置されてい
た利用者が抜去された」、かつ「おむつ使用ありから使用なしに改善している」

自立支援促進加算 900円/月

医師が自立支援のために特に必要な医学的評価を行い、支援が必要な利用者に対
し、医師、看護師、介護職員、介護支援専門員が共同して計画を立てケアを実施す
るとともに3月に1回見直し、医学的評価の結果等を厚生労働省へ提出し、適切か
つ有効に情報を活用していること。

排せつ支援加算(Ⅱ) 45円/月
（Ⅰ）の要件に加え、「施設入所時と比較して、排尿・排便の状態の少なくとも一
方が改善するとともに、いずれも悪化がない」、「おむつ使用ありから使用なしに
改善している」又は「尿道カテーテル留置されていた利用者が抜去された」場合。

褥瘡マネジメント
加算(Ⅰ)

9円/月

入所時に褥瘡の有無を確認し褥瘡の発生と関連のあるリスクについて、3月に１回
評価を行い、褥瘡発生リスクのある利用者に対し、医師、看護師、管理栄養士、介
護職員、介護支援専門員などが共同して褥瘡ケア計画を作成し、褥瘡管理を実施す
るとともに３月に１回評価を行った場合。

褥瘡マネジメント
加算(Ⅱ)

39円/月
（Ⅰ）の要件に加え、褥瘡の認められた入所者の褥瘡が治癒、又は褥瘡が発生する
リスクのある利用者に対し褥瘡の発生のないこと。

かかりつけ医連携
薬剤調整加算(Ⅰ)イ

420円/回

（Ⅰ）ロの要件に加え、入所後1月以内に状況に応じて処方の内容に変更する可能
性があることを主治医に説明し理解を得るとともに、入所前に6種類以上の内服薬
が処方されており、施設医師と主治医が共同し評価及び調整をし、療養上必要な指
導を行った場合。

かかりつけ医連携
薬剤調整加算(Ⅰ)ロ

210円/回
入所中に処方の内容に変更があった場合は、関係職種間で変更後の状態について情
報共有し、かつ、退所時に主治医へその状態について情報提供を行うこと

排せつ支援加算(Ⅰ) 30円/月
排せつに介護を要する入所者ごとに、医師又は医師と連携した看護師が3月に１回
評価を行い、要介護状態の軽減が見込まれる方に対し、医師、看護師、介護支援専
門員などが共同して支援計画を作成し、３月に１回見直していること。

緊急時治療管理 1554円/日
救急救命医療が必要となる場合において、緊急的な治療管理としての投薬検査・注
射・処置を行った場合。（1月、３日を限度）

所定疾患
施設療養費

（Ⅰ） 717円/日
肺炎、尿路感染症、帯状疱疹、蜂窩織炎、慢性心不全の憎悪の治療（投薬、検査、
注射）を行った場合。

（Ⅱ） 1440円/日 （Ⅰ）の要件に加え、医師が感染症対策に関する研修を受講している場合。

入退所前連携
加算(Ⅱ)

1200円/回
入所者が退所し、居宅サービスを利用する場合、居宅介護支援事業所に診療状況を
示す文書を添えて必要な情報を提供し、退所後の居宅サービス等の利用に関する調
整を行った場合。

訪問看護指示加算 900円/回
退所後訪問看護が必要と認められ、訪問看護ステーションに対し指示書を交付した
場合。（１回を限度）

退所時情報提供
加算（Ⅱ）

750円/回
医療機関へ退所する利用者について、その医療機関へ情報を提供した場合。
（１回を限度）

入退所前連携
加算(Ⅰ)

1800円/回
（Ⅱ）の要件に加え、入所前後３０日以内に入所者が退所後に利用を希望する利用
者の居宅支援事業者と連携し、退所後の居宅サービス等の利用方針を定めた場合。

退所時情報提供
加算（Ⅰ）

1500円/回
居宅又は社会福祉施設等へ退所する利用者の主治医へ、情報を提供した場合。
（１回を限度）
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 《 利用料金 》

※　上記費用につきまして、ご不明な点がございましたら、支援相談員・事務所職員までお問い合わせ下さい。

健康管理費
　インフルエンザ予防接種に係る費用で、希望された場合にお支払いいただきます。

　※　市町村により費用が異なります。接種券のない方は実費で3000円となります。

電気代等 　テレビ70円/日　その他の電気製品50円/日

その他費用 　※　診断書等の文書の発行に係る費用は、利用料として徴収いたします。

理美容代 実　　費 　理美容をご利用の場合にお支払いいただきます。

行　事　費 実　　費
　外出行事等の費用、講師を招いて実施する教室の費用で参加された

　場合にお支払いいただきます。（その都度、お知らせいたします）

※　減額申請を市町村に行い、上記の料金が設定されます。（詳しくは 別添資料１ をご覧下さい）

◇　その他の利用料

日用品費 250円/日 　石鹸・シャンプー・テッシュ・おしぼり・歯ブラシ等の費用

洗　濯　代 528円/回
　私物の洗濯を施設に依頼される場合にお支払いいただきます。

　（１ネットの金額になります。）

０円

食　　　　　費 1750円
　①650円　

390円 300円
　②1360円

滞
在
費

従来型個室 1728円 1370円 550円 550円

多　 床　 室 437円 430円 430円

◇　令和6年8月以降　居住費・食費（１日当たり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階

０円

食　　　　　費 1750円
　①650円　

390円 300円
　②1360円

滞
在
費

従来型個室 1668円 1310円 490円 490円

多　 床　 室 377円 370円 370円

◇　居住費・食費（１日当たり）

利用者負担段階 基準額 第３段階 第２段階 第１段階


